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写真左から、畠
はたけなか

中優
ゆ き

希さん（大戸）、清
し み ず

水有
ゆ き

貴さん（本保）、松
まつざき

崎市長、林
はやし

まなみさん（竹長）、泉
いずみおか

岡未
み く

来さん（本保）

授業で 2040 年問題に取り組む生徒たち

新
成
人
と
市
長
が
意
見
交
換

　

成
人
式
前
日
の
１
月
10
日
㊏
に
、「
市
長
と
夢
ト
ー
ク
・
若
者

編
」と
題
し
て
、宮
川
地
区
出
身
の
新
成
人
４
人
と
松
崎
市
長
が

座
談
会
で
小
浜
の
人
口
問
題
に
つ
い
て
熱
く
語
り
合
い
ま
し
た
。

高
校
生
が
人
口
問
題
を
研
究

　

若
狭
高
校
で
は
、
昨
年
９
月
か
ら
１
月
ま
で
の
５
カ
月
間
、

普
通
科
の
１
年
生
９
人
が
、
選
択
授
業
で
２
０
４
０
年
問
題
に

取
り
組
み
、
分
析
・
研
究
し
た
結
果
を
、
市
に
提
案
し
ま
し
た
。

　
　
　

狭
高
校（
千
種
一
丁
目
）で
は
、１

　
　
　

年
生
の
基
礎
研
究
と
し
て「
２
０
４

０
年
問
題
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
、
昨

年
９
月
か
ら
週
１
回
授
業
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
授
業
を
選
択
し
た
生
徒
９
人

は
、日
本
創
成
会
議
座
長
・
増ま

す
だ田

寛ひ
ろ
や也

さ

ん
の
著
作『
地
方
消
滅
』や
、市
人
口
減

少
問
題
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が

ま
と
め
た
人
口
減
少
要
因
分
析
な
ど
を

教
科
書
に
、研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
校
の
１
年
生
３
２
６
人
を

対
象
に
、「
２
０
４
０
年
に
あ
な
た
は

ど
こ
に
住
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
か
」

「
地
元
に
住
ま
な
い
理
由
は
」
な
ど
人

口
問
題
に
関
す
る
６
項
目
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
り
、
分
析
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

分
析
の
結
果
、
女
性
は
、
将
来
の
居

住
地
が
進
学
先
の
大
学
が
あ
る
場
所
に

影
響
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
分
か

り
、
生
徒
た
ち
か
ら
は
、「
都
会
に
住

む
こ
と
が
本
当
に
幸
せ
な
こ
と
な
の
か
」

「
女
性
が
学
び
や
す
い
環
境
を
作
れ
な
い

か
」
な
ど
の
、
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
、「
教
育
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
て
、
県
立
大
学
小
浜
キ
ャ
ン
パ

ス
の
学
部
増
設
を
軸
と
し
た
対
策
を
ま

と
め
て
、２
月
16
日
㊊
に
市
長
に
発
表
。

学
生
の
ま
ち
を
作
る
こ
と
で
、
地
域
の

雇
用
拡
大
や
社
会
環
境
の
充
実
に
つ
な

げ
よ
う
と
、
提
案
し
ま
し
た
。

■新成人と夢トーク■高校生からの提案

若狭高校 1 年 2040 年問題班
班長  竹

たけうち

内 大
た い き

輝 さん（15 歳）

　

こ
の
授
業
に
取
り
組
ん
で
、
自
分
が
住

ん
で
い
る
地
域
の
人
口
が
ど
ん
ど
ん
減
っ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
驚
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
ま
ち
が
好
き
で
す
。
通

学
バ
ス
の
本
数
が
少
な
く
て
、
不
便
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
治
安
が
良
く
て
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

就
き
た
い
職
業
が
あ
る
の
で
、
将
来
は
地

元
に
住
ん
で
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
自
分
が
帰
る
場
所
が
な
く
な
る
と

寂
し
い
の
で
、
授
業
で
は
、
多
く
の
人
に

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
対
策
を

み
ん
な
で
頑
張
っ
て
考
え
ま
し
た
。

　

人
口
問
題
に
つ
い
て
対
策
を
考
え
て
い

る
地
方
は
、
福
井
県
や
小
浜
市
だ
け
じ
ゃ

な
い
の
で
、
同
じ
課
題
を
抱
え
て
い
る
地

域
同
士
が
協
力
し
て
い
け
る
と
、
よ
り
良

い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

多くの人にＵターンしてもらえる対策を

県立大学の学部増設で小浜を学生のまちに

シリーズ「小浜の今を追う」ー人口問題を考える

25
歳
〜
30
歳
ぐ
ら
い
を
考
え
、
結
婚
後
も

働
き
続
け
る
こ
と
を
希
望
し
ま
し
た
。

　

市
長
が
、「
若
い
人
に
と
っ
て
、
小
浜

は
住
み
に
く
い
で
す
か
」と
、尋
ね
る
と
、

新
成
人
た
ち
は
、「
前
は
都
会
の
方
が
楽

し
い
と
思
っ
て
い
た
が
実
際
に
住
ん
で
み

る
と
違
っ
た
」、「
小
浜
の
人
は
み
ん
な
温

か
く
て
親
切
」
と
、
地
元
の
良
さ
を
口
に

し
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
買
い
物
を
す

る
と
こ
ろ
や
映
画
館
な
ど
の
娯
楽
施
設
の

不
足
な
ど
も
課
題
と
し
て
挙
が
り
ま
し
た
。

　

将
来
の
小
浜
の
姿
に
つ
い
て
は
、「
穏

や
か
な
雰
囲
気
は
変
わ
ら
ず
に
い
て
ほ
し

い
」、「
ラ
イ
ブ
な
ど
若
者
が
集
ま
る
イ
ベ

ン
ト
が
も
っ
と
あ
れ
ば
」
な
ど
の
希
望
が

出
さ
れ
、
市
長
は
、「
と
て
も
参
考
に
な
っ

た
」
と
、
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

宮川公民館（加茂）で母校の恩師も参加して語らう

2040 年問題とは？

有識者による日本創成会議が、昨

年 5 月、2040 年には若年女性の流

出により、全国の半数にあたる 896

の市区町村が人口減少による消滅

の可能性があると発表しました。

統計によると、小浜市の人口は、昭和 25

年の 38,554 人から、60 年間で 7,214 人減

少。2040 年には、20 〜 39 歳の女性人口

が約 40％減少して、人口全体は 23,372 人

になると予測されています。市では、市長

を中心とした人口減少対策本部を設置。定

住促進などの対策に取り組んでいます。

政府は人口減少対策

の 5 カ年計画「まち・

ひと・しごと創成総

合戦略」を閣議決定。

日本創成会議座長の

増
ま す だ

田寛
ひ ろ や

也さんによる

著作『地方消滅』も注目を集めています。

新成人 200 人に聞きました

1 月 11 日㊐に行われた成人式の会

場で新成人を対象に意識調査を行い

ました（参加者 292 人中 202 人が回

答）。結果を一部抜粋して掲載します。

■問い合わせ　企画課☎ 64・6008

問
卒
業
後
、小
浜
へ
の
Ｕ
タ
ー

　

ン
を
考
え
て
い
ま
す
か
？

問
小
浜
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
な
い

　

理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い

若

　
　
　

川
地
区
で
、
１
月
10
日
㊏
に
、
新

　
　
　

成
人
と
松ま

つ
ざ
き崎
晃こ

う
じ治
市
長
が
意
見
を

交
え
る
「
市
長
と
夢
ト
ー
ク
・
若
者
編
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
夢
ト
ー
ク
」
と
は
、
市
民
の
意
見
を

市
政
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
、毎
年
、市

長
が
市
内
全
地
区
を
ま
わ
り
、
座
談
会
を

開
催
す
る
も
の
で
す
。
市
で
は
、
現
在
、

取
り
組
ん
で
い
る
人
口
減
少
対
策
に
つ
い

て
、若
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
よ
う
と
、

「
若
者
編
」を
企
画
。
宮
川
地
区
出
身
で
、

現
在
は
、
県
外
の
大
学
や
専
門
学
校
に
通

う
新
成
人
４
人
が
参
加
し
て
、
市
長
と
語

り
合
い
ま
し
た
。

　

座
談
会
で
は
、
新
成
人
か
ら
「
い
ま
学

ん
で
い
る
専
門
性
を
生
か
し
た
職
業
に
就

き
た
い
」、「
就
き
た
い
職
業
の
た
め
に
市

外
に
出
る
友
達
も
多
い
」
な
ど
、
職
業
に

つ
い
て
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
参
加
者
全
員
が
、
結
婚
に
つ
い
て
は

宮

考えている
　　38％

考えていない
　　　30％

わからない
　　32％

仕事がない
　21％

その他
25％

地元は不便
　14％ 就学地で

就職したい
20％

都会への
あこがれ
がある
20％

「専門性を生かした職業に就きたい」「若者が集まるイベントがあれば」


